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第２節 照 明 

【設計資料】 

2-1 照明器具の選定  

(8) 

 

 

 

 

第３節 コンセント 

【設計資料】 

3-1 コンセント 

(6) 

 

 

 

･･･第 10 章｢発電設備｣表 10-1｢発電機回路とす

る負荷(一般的な事務庁舎)｣、表 10-2｢発電機回

路とする負荷(地域防災計画において避難所と

して位置づけられた施設)｣による。 

 

 

 

 

･･･第 10 章｢発電設備｣表 10-1｢発電機回路とす

る負荷(一般的な事務庁舎)｣、表 10-2｢発電機回

路とする負荷(地域防災計画において避難所と

して位置づけられた施設)｣の回路を発電回路と

する。 

 

 

 

 

･･･第 10 章｢発電設備｣表 10-1｢発電機回路とす

る負荷(一般的な事務庁舎)｣による。 

 

 

 

 

 

 

･･･第 10 章｢発電設備｣表 10-1｢発電機回路とす

る負荷(一般的な事務庁舎)｣の回路を発電回路

とする。 
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38 

 

40 

 

表 2-4 表左列 

 

図 2-2 図下 

 

静止形過電流継電器 

 

(4)可変速運転用(nEを設けた場合を示す。) 

 

過電流継電器 

 

(4)可変速運転用 
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表 4-5 表中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-7 表下 

 

表 4-8 表下 

 

 

 

 

備考 (2) ｢IV・VV｣とは、金属管… 

 

備考 (2) ｢IV・VV｣とは、金属管… 

 

電圧降下 
  こう長 

幹 線 分 岐 

60m 以下 2％以下 

120m 以下 4％以下 

一般供 

給の場 

合 200m 以下 5％以下 

 

 

電圧降下 
  こう長 

幹 線 分 岐 

60m 以下 2％以下 2％以下 

120m 以下 4％以下 

一般供 

給の場 

合 200m 以下 5％以下 

 

備考 (2) ｢銅線｣とは、金属管… 

 

備考 (2) ｢銅線｣とは、金属管… 
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第２節 電路の保護 
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2-4 低圧電路短絡電流  

(1)② 

 

表 5-4 表下 

 

 

 

 

短絡電流は、(1)の条件により算出する。  

 

備考 (1) …14mm2以下を… 

 

 

短絡電流は、①の条件により算出する。 

 

備考 (1) …14mm2以上を… 
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67 

 

67 

 

74 
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表 6-1 最下行 

 

表 6-2 最下行 

 

第３節 内部雷保護システム 

【設計資料】 

3-2 サージ防護デバイス 

(3) 

 

表 6-12 表中列・中行 

表 6-12 表中列・下行 

 

図 6-5 図 引出文言 

端子盤図記号 下

部 

ＭＤＦ図記号 下

部 

 

50 

 

0.1 

 

 

 

 

…境界にクラスⅠ又はカテゴリ Dを設置し… 

 

クラスⅠ カテゴリーD 

クラスⅡ カテゴリーC 

 

建築構造体(主鉄筋等) 

Ⓓ 

Ⓒ 

60 

 

1 

 

 

 

 

…境界にクラスⅠ、Ⅱ又はカテゴリ C、Dを設置

し… 

 

クラスⅠ、Ⅱ カテゴリ C、D 

クラスⅡ カテゴリ C 

 

建築構造体(鉄骨又は主鉄筋等) 

Ⓒ 

Ⓓ 

第２編 電力設備 第７章 接 地 

80 

 

第３節 接地極等 
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表 7-8 表中 

 

 

 

 

 

 

 

(12)② 

 

 

 

 

接地用端子は、表 11-8 による… 

 

200 回線以下 10Ω以下 
1,000 回線以下 6 〃 陽

極 
1000 回線超過 

Et 
4 〃 

構   

内   

交   

換   

機 本配線盤の保安装置 EAt 10 〃 

陽極 Et 10Ω以下 構

内

交

換

機 
本配線盤の保安装置 EAt 10 〃 

 

 

 

接地用端子は、表 7-8 による… 

 

第２編 電力設備 第８章 受変電設備 

97 

 

 

 

 

 

100 

表 8-14 

変圧器容量 50［kVA］、配電

用 6kV モールド変圧器単相の

値 

変圧器容量 75［kVA］、配電

用 6kV モールド変圧器単相の

値 

 

3-4-7 

(1) 

 

 

 

 

0.89 

 

1.4 

 

 

 

…原則として 225A 以下、非常用発電回路の定格

電流は 100A以下とし、特記する 

 

 

0.7 

 

0.8 

 

 

 

…原則として 225A 以下とする。 

104 第 5 節 監視及び制御 

【設計資料】 

5-1 保護装置 

(3) 

 

 

 

…2 次側の地絡保護及び短絡保護は、… 

 

 

 

…2 次側の過電流、短絡及び地絡保護は、… 
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(3)① 

 

(3)④ 

 

(4) 

 

 

 

…ただし、漏電のおそれがある場合は、… 

 

…遮断器は、低圧電磁接触器とする。 

 

高圧側に使用する… …継電器とする。 

 

…ただし、300V を超える場合は、… 

 

…遮断器は、配線用遮断器(MCCB)とする。 

 

全文削除 

第２編 電力設備 第９章 静止形電源設備 

112 

 

 

第３節 システム構成 

【設計資料】 

3-2 UPS の給電方式 

(1)① 

 

 

 

 

 

常時容量給電方式は、… 

 

 

 

常時商用給電方式は、… 

第２編 電力設備 第１０章 発電設備 

136 

 

 

第４節 発電設備の選定 

【設計資料】 

4-3 燃料槽 

(4) 

 

 

 

 

 

…燃料槽が 950L 未満の場合は、… 

 

 

 

…燃料槽が 1,000L 未満の場合は、… 

第４編 空気調和設備 第２章 空調機器 

283 第５節 熱源付属機器 

【設計基準】 

(5) 

 

 

 

 

 

地下オイルタンクの容量は、… 
 

 

 

オイルタンクの容量は、… 
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287 第６節 煙突及び煙道 

【設計基準】 

(1) 

 

 

(3) 

 

(4) 

 

 

 

 

 

…、大気汚染防止法等の関連法令の定めるとこ

ろにより、… 
 

…、通風力の自動調節装置の採用を検討する。 
 

大気汚染防止法に基づくばい煙発生施設の煙道

には、… 
 

 

 

…、大気汚染防止法（昭和 43 年法律第 97 号）

等の関連法令の規定により、… 
 
…、必要に応じて通風力の自動調節装置を採用

する。 
 
大気汚染防止法の関連法令の適用を受けるばい

煙発生施設の煙道には、… 
 

362 第 15 節 空気清浄装置 

【設計資料】 

15-3 計算式 

図 2-48(b)図の場合 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ＋Ｃ0･Ｑr(1－η0)(1－η) 
Ｃ＝ 

Ｑ0＋Ｑr･η  

 

 

 

Ｍ＋Ｃ0･Ｑ0(1－η0)(1－η) 
Ｃ＝ 

Ｑ0＋Ｑr･η  

366 第 16 節 水蓄熱システム 

【設計資料】 

16-3 計算式 

(3) 

 

 

 

 

 

1,000･ｎ1･ＨR－Σｑn Ｖ＝ 
Ｃω･ρω･Δｔ･ηs  

 

 

 

1,000（ｎ1･ＨR－Σｑn） 
Ｖ＝ 

Ｃω･ρω･Δｔ･ηs  
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371 第 17 節 氷蓄熱システム 

【設計資料】 

17-3 現場施工形氷蓄熱シス

テム 

(3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,000･ｎ1･ＨR－Σｑn Ｖi＝ 
Ｃω･ρω･Δｔ･η＋ＩＰＦ･ｃi・ρi  

 

 

 

1,000（ｎ1･Ｋ9･ＨR－Σｑn） 
Ｖi＝ 

Ｃω･ρω･Δｔ･η＋ＩＰＦ･ｃi・ρi  

第４編 空気調和設備 第３章 換気設備 

385 

 

 

 

 

 

 

第３節 居室、浴室、便所等

の換気 

【設計資料】 

3-2 必要換気量の算定 

(2)イ 

 

 

 

 

 

ここに、Ｑｒ‘：室内設置形空気清浄装置の循

環風量[㎎/h] 

 

 

 

 

 

ここに、Ｑｒ‘：室内設置形空気清浄装置の循

環風量[㎥/h] 

第５編 給排水衛生設備 第５章 排水処理設備 

507 第１節 浄化槽設備 

【設計資料】 

1-3 選定要領 

表 5-3 表中 

 

 

 

 

 

 

 

 

処理性能 
告示区分 

BOD 除去率(%以上) 

   

第 6 合併 － 

第 7 合併 － 

第 8 合併 － 

 

 

 

処理性能 
告示区分 

BOD 除去率(%以上) 

   

第 6 合併 90 

第 7 合併 95 

第 8 合併 95 
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第 9 合併 － 

第 10 合併 － 

第 11 合併 －  

第 9 合併 95 

第 10 合併 95 

第 11 合併 95  

第６編 防災設備 第２章 防災照明 

551 

 

 

 

555 

表 2-2 非常用照明器具形式 

 

 

 

第４節 非常用照明、誘導灯

の制御及び回路構成 

【設計資料】 

4-1 非常用照明の負荷容量

及び 分岐回路 

(2)② 

 

K0-ISS4-J9 

K0-ISS4-J13 

K0-ISS4-J30 

 

 

 

 

 

 

電池内蔵形非常用照明の場合 

K1-ISS4-J9 

K1-ISS4-J13 

K1-ISS4-J30 

 

 

 

 

 

 

電源別置形非常用照明の場合 

第６編 防災設備 第５章 消火設備 

614 第８節 不活性ガス消火設備 

【設計資料】 

8-1 一般事項 

表 5-18 表中 

 

 

 

 

 

 

 

不活性ガス 消火剤 

窒

素 

IG-55 IG-541 

放出時間[秒] 60 60 60 

配管強度 Sch40～160 
設備

の特

徴 
メイン配管最

大長さ[約ｍ] 
150 150 150 

 

 

 

不活性ガス 消火剤 

窒

素 

IG-55 IG-541 

放出時間[秒] 60 60 60 

配管強度 Sch40～80 
設備

の特

徴 
メイン配管最

大長さ[約ｍ] 
150 150 150 

 
第８編 搬送設備 第２章 小荷物専用昇降機 

741 【設計資料】   
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1-1 基本事項 (2) 

 

 

 

 

 

② 積載量と速度 

ア テーブル形（積載量 30～150 ㎏、速度 20

～30ｍ／min） 

イ フロア形（積載量 150～300 ㎏、速度 15

～20ｍ／min） 

 

② 積載量と速度 

ア テーブル形（積載量 50～150 ㎏、速度 20

～45ｍ／min） 

イ フロア形（積載量 200～500 ㎏、速度 15

～45ｍ／min） 

第９編 共通編 第１章 コージェネレーション 

766 第１節 コージェネレーショ

ンシステム 

【設計資料】 

1-3 関連法規等 

表 1-3 表中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  原動機

別 

法令名 資格名 

ディーゼル機関 ガス機

関 

ガスタ

ービン 

      

2.エネルギー

の使用の合

理化に関す

る法律 

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士 

① ( 電

気管理

士) 

② ( 熱

管 理

士) 

必要(電気使用量

1,200万kWh/

年以上) 

必要(原油換算燃

料 使 用 量

3,000kL/ 年

以上) 

 

同 左

(同左) 

 

同 左

(同左) 

同 左

(同左) 

 

同 左

(同左) 

 

 

 

 

 
  原動機

別 

法令名 資格名 

ディーゼル機関 ガス機

関 

ガスタ

ービン 

      

2.エネルギーの

使用の合理化

に関する法律 

エ ネ ル

ギ ー 管

理士 

必要(原油換算エ

ネルギー使

用 量

3,000kL/ 年

以上) 

同 左

(同左) 

同 左

(同左) 

 

 


